


















































































       藤岡里圭『百貨店の生成過程』では濱田四
郎『百貨店の一夕話』日本電報通信社　
1948　を引用して同様の言説を紹介してい
る。
註２　 「百貨店美術展覧会は日本独自のスタイ
ル」という言説は，『髙島屋美術部五十年
史』（昭和35年10月15日髙島屋美術部五十
年史編纂委員会）に掲載された中川一政の
言説（pp 130）によるものと考察される。
註３　 黒田天外『名家歴訪録　飯田新七』明治32
年　pp 320‒321
99
地方名産の銀製品の展覧会を開催した。その
翌年に同じタイトルで，販売を目的としたカ
タログを作成している。即ちこの年の前後で
展覧会と商品販売が行われ，ほぼ同一形式の
カタログを制作している。元々，展覧会カタ
ログと販売用カタログの形式には類似性があ
り，リバティ百貨店では1893年（明治26年）
に始めて美術品の展覧会を開催したが，７年
後の1900年（明治33年）には同じスタイルで
工芸品の販売に移行した，と考えられる。
1900年代にはロンドンの百貨店ではこのよう
な美術品展覧会や美術品販売は日常化してい
たのではないだろうか。
　三越の日比専務が訪英した1906年（明治39
年），ハロッズでは適当な展覧会や美術品販
売の催しはなかったようだが，そのかわり，
リバティでは美術品の展示や販売が行われて
いた。日比専務がロンドンの百貨店で美術展
覧会，あるいは展覧会カタログを目にした，
と断定できる厳密な証拠は確認できていない。
しかし状況は述べてきたようにリバティの美
術展覧会が先行して百貨店での美術品展覧会
開催や美術品販売が行われていたことは事実
である。
　日本の百貨店での美術展覧会は，日本独自
のスタイルではなく，当時の百貨店先進国で
あったフランスか英国のやり方を取り入れた，
と考えた方が適切であろう。当時の英国の百
貨店では，美術展覧会を開催することは販売
促進戦略の常道であった。
　1909年（明治42年），髙島屋が最初に展覧
会を開催した際の展覧会スタイルやカタログ
は現在のものと大差ない。最初から完成され
たスタイルを示している。この事実は百貨店
での展覧会が存在したことをうかがわせる。
髙島屋は1899年（明治32年）にフランスのリ
ヨンと英国のロンドンに代理店を開設してい
た。ふたつの代理店はやがてロンドン支店に
統合されたが，ロンドン支店は1939年の第２
次世界大戦開戦まで維持されていた。この事
実から髙島屋は欧州，特に英国の百貨店事情
に通じていた，と考えられる。髙島屋は染織
品の海外貿易に力を注ぎ，欧州の情報を収集
していたことは1898年（明治31年）11月の
「日出新聞」の髙島屋当主飯田新七の記事か
らも理解される。（註３）
　また三越については繰り返しになるが，ハ
ロッズを範とする百貨店経営を目指していた
ことは先に述べた通りである。
　従って，当時の三越，髙島屋の動向から考
察すると，日本の百貨店における美術展覧会
は具体的には英国のリバティ百貨店の販売促
進戦略を導入した可能性が高い，と認められ
るのではないだろうか。
